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　小地域ネットワークハッピー吉新（吉新地区）は、昨年12月12日、自治会・自
主防災組織と共催で、防災訓練を行いました。実際に消火栓にホースをつないでの
放水訓練、発電機やトランシーバー等の防災グッズの点検、またコロナ禍での災害
を想定しソーシャルディスタンスを保って保存食を配布しました。コロナ禍であっ
ても災害は容赦なく発生します。いま一度、日頃からの備えを万全にしておきましょ
う！！
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　小地域ネットワーク連絡協議会（現在、町内１７地域の１６団体から
成る協議会）では、長引くコロナ禍でも住民同士のつながりを保とうと、
高齢者宅を中心に訪問、住民約５００名に消毒用ハンドジェルの配布を
行い、あわせてアンケート調査を実施しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（アンケート回収率：３３％）
♡小地域ネットワークとは、地域住民の参加と協力による支え合い・助け合いの活動です。


　ステイホームやマスクの着用など、今までに
なかった社会的制限にストレスがたまる、また
外出の機会が減り、運動不足やコロナへの感染
を不安に思われている方が多いこと、そして、
この様な状況下において、人とのつながりや交
流の機会がより求められているということが分
かりました。運営スタッフ（世話人）へ向けて
も感謝やねぎらいのメッセージが大半を占め、
小地域ネットワーク活動の必要性や役割を再認
識する結果となりました。


　小地域ネットワーク連絡協議会では、このアンケート結果を踏まえ、コロナ禍
でも地域のつながりが途絶えないよう、活動を続けていきます。


　小地域ネットワークについての詳細や、各地域
等における活動状況については、事務局（総務地
域福祉係）までお問合せください。
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①�コロナ禍で不安や日常生活で困っている
ことは何ですか？


③�小地域ネットワーク活動のスタッフへ向けて
一言お願いします。


②自分たちの地域でこんなことができたらいいな！
　あったらいいな！があれば教えてください。


集まれないなら会いに行こう♪
小地域ネットワーク ふれあいプロジェクト　～第一弾～
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ふくしの豆知識


財産管理
預貯金や税金の入出金管理
不動産や車などの財産管理・処分
税金の申告・納税
年金などの申請や受取
遺産処分


身上監護
病院での手続きや支払い
医療や福祉サービスに関しての手続き
住居の手続きや契約・支払い
生活状況の定期的な確認


　成年後見制度とは、判断能力が不十分なため契約等
の法律行為が行えない人を後見人等が代理し、必要な
契約等を締結したり財産を管理したりして本人の保護
を図るものです。成年後見制度について


☞　超高齢社会を迎え、更に制度の利用が増えることが予測されています。


法定後見制度
　すでに判断能力が不十分の時に申し立てし、家庭裁判
所より選任された後見人等が本人を法的に支援する制度
　後見⇒判断能力が全くない方
　保佐⇒判断能力が著しく不十分な方
　補助⇒判断能力が不十分な方


任意後見制度
　本人の判断能力があるうちに、将来、判
断能力が不十分となった時に備えて、あら
かじめ自分が選んだ支援者（任意後見人）
にどのような支援をしてもらうかを公正証
書で契約しておく制度


具体的にこの様なことをしてくれます
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　社会福祉協議会で開設している善意銀行は、
住民の皆様の善意の気持ちを受け取る窓口です。
　ここでご寄附いただいた金品は、わたしたちの
町のさまざまな福祉事業に活かされます。


預託の受付は総務地域福祉係まで


あたたかいお気持ち ありがとうございます


善意銀行預託者


12月に預託をしていただいた方をご紹介します。


氏　　　名 指定等


山　本　　　章 任　意


（敬称略）


　社会福祉協議会では、住民の皆様の
ご参加による福祉のまちづくりをすす
めています。会費会員制度に皆様のご
理解ご協力をお願いします。


社会福祉協議会


会費会員募集中


お申込み・お問合せ　総務地域福祉係
※老人福祉センターにおいても受付いたします。


会費会員は随時募集しています
一般会員：一口　1, 0 0 0 円
特別会員：一口　5, 0 0 0 円


　　　　　　　（法人・企業・施設・事業所など）


ありがとうございました。


● 12月にお申込みいただいた方 ●


川崎　　力　　　匿名　１人
青木美津雄　　　　　　　　


（敬称略）







　各種イベントや福祉に関する情報コーナーです。
　お気軽にお問合せ・お申込みください！


社会福祉協議会ホームページも
ご覧ください。
　http://www.heguri-shakyo.or.jp/
★ Facebook を開設しています★
　http://www.facebook.com/hegurishakyo/


　聴覚障がい者の社会参加を手話通訳でサポート
する「手話奉仕員」の認定試験を実施します。
　登録後、聴覚障がい者からの依頼に応じて手話
通訳活動を行っていただきます。
日　時：３月13日（土）10時～12時15分（終了予定）
場　所：プリズムへぐり
申　込：３月３日（水）まで
※�受験希望の方は申込みが必要
です。詳細は下記まで。


▶お申込み・お問合せ：総務地域福祉係▶お申込み・お問合せ：地域包括支援センター


日　時：２月25日（木）10時45分～12時
場　所：地域包括支援センター
　　　　（ふれあい交流センター内）
対　象：�町内在住の65歳以


上の方・高齢者の生
活を支援する方など


テーマ：「それぞれの終活」
講　師：まつうら社会福祉士事務所
　　　　代表　松浦　健二　氏
持ち物：筆記用具
申　込：２月１日（月）～（先着10名）


　住み慣れた地域で誰もが安心して日常生活を過
ごすためには、今後ますます地域の支え合いが重
要になってきます。この講座では、一人では外出
が困難な方々への移動支援を通じて、地域の特性
にあった支え合いについて考えます。ボランティ
ア活動に関心のある方、これからボランティアの
一歩を踏み出したい方ぜひご参加ください。
日　時：３月12日（金）13時30分～16時
場　所：プリズムへぐり
対　象：町内在住の方
定　員：25名程度
　　　　※�申込者数により、
　　　　　抽選または中止する場合があります。
申　込：２月26日（金）まで
▶お申込み・お問合せ：総務地域福祉係


『権利擁護講座』受講生募集 『地域の移動支援を通じて支え合い活動を考える～』


日　時：２月18日（木）13時30分～15時30分
　　　　お一人40分程度【予約制】
場　所：地域包括支援センター
　　　　（ふれあい交流センター内）
★�オレンジカフェ心晴は、
　しばらくの間休止します。


　休業や失業等により生活資金でお悩みの方に向
けた右記の特例貸付を実施しています。
　（申請期間が３月末まで延長されています。）
　まずはご相談ください。


◎主に休業された方向け（緊急小口資金）
◎主に失業された方向け（総合支援資金）


▶お申込み・お問合せ：総務地域福祉係


おことわり
　各事業、新型コロナウイルス感染予防対策として、
人数制限をしています。参加時には検温・消毒・マス
ク着用等をお願いします。感染状況によっては中止と
なる場合があります。


平群町手話奉仕員認定試験


情報ひろば


地域包括支援センター ボランティア講座


認知症相談会
～ 不安や悩みをご相談ください ～


新型コロナウイルス感染症の影響による特例貸付のご案内
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